
-平成28年度事務事業実績評価表 政策№ 4 施策№ 41 事業№ 44 10

事務事業名 消防団運営事業
会計 一般会計 実施区分 継続

事業種別 政策 開始 終了
H29作成課等名 危機管理室 H29係等名 消防団係 H28担当課等名 危機管理室

基本計画上
の位置づけ

政策 4 暮らしと生命を守る安全安心で快適なまちづくり

施策 41 災害対策の推進

目
的

対象（誰・何を） 市民の生命財産
対
象
指
標

指標名及び単位 28年度数値

飯田市の人口（人） 100957

意図（どういう状態
にするか）

生命・財産を守る

　向上させたい上位施
策の成果指標

市民が災害に備えている割合（％）

目
標

種別 指標名及び単位 27年度計画 27年度実績 28年度計画 28年度実績 備考（指標変更など）

成果
指標

消防団員を確保運営する。定数1345（人） 1395 1248 1345 1265

定性
目標

事
業
概
要

１ 消防団活動
２ 消防団員の活動を担保する消防団等公務災害補償等共済基金(消防基金)への加入
３ 活動拠点となる詰所の維持管理
４ 消防団員出動手当等の交付金
５ 消防団活動に必要な装備品購入(安全装備品含む)
　(制服・法被などの見直し）
６　各種イベントへの協力（丘のまちフェスタ、消防ふれあい広場への参加、伊那谷芸術祭ほか）

事業内容 名称 活動指標

28
年
度
事
業
内
容

１　消防団活動(訓練ほか、広報活動：イベント参画、期待される活動に係
る訓練）
２　飯伊消防協会への負担
３　活動資機材備品購入
４　退職報償金支給
５　消防団交付金取扱
６　第11次消防力（消防団）整備計画に基づく装備品等
７　消防団員等公務災害補償等共済基金負担金（千円）
８　イベント参加費用
９　消防団ホームﾍﾟｰジ作成

１　活動のべ人員
２　負担金額
３　活動及び訓練機材
４　退職者数
５　交付金額
６　第11次消防力（消防団）整備計
画に基づく装備品等
７　公務災害補償基金負担金
８　イベント参加費用
９　作成費用・維持管理費

１　47,331人
２　1,346千円
３　924千円
４　135人
５　102,992千円
６　2,701千円

７　29,790千円
８　237千円
９　216千円

事業コスト 27年度決算額 28年度予算額 28年度決算額 29年度繰越額 特定財源内訳、補足

事業費計（千円）① 190,346 183,320 182,916 0 （そ）諸収入　32,675千円

国庫支出金

県支出金

起債

その他 35,731 29,009 32,675

一般財源 154,615 154,311 150,241

人件費計（千円）② 7,152 0 7,152 0

正規職員所要時間 2,000 2,000

臨時職員所要時間

総事業費①+② 197,498 183,320 190,068 0

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

魅力ある消防団を目指し、期待される活動にかかる訓練として昨年度に引き続き普通救命講習普及員の資格取得、伐木等の
業務に係る特別教育及び小型車両系建設機械運転の講習を受講するなどの取り組みを行った。救助資機材及び安全装備
品を購入し、また、(日消)消防団幹部候補中央特別研修(女性)に参加した。

改革改善
の考え方

①問題
点

対象年齢人口の減少及び被雇用者などの増加などによることから、消防団員を確保するのが難しい状態が続いてい
る。

②改革
提案

今後、組織を再編し定数の見直しを図りたい。出動手当は直接支給する必要が生じている。制服は、切り替えを行うよ
うに検討を重ねてきており一定の時間をかけ対応したい。


